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◎ ”ホッと一息 本と一息！”
～読書週間(10/27～ 11/9)～
今日は「立冬」、暦の上では今日から冬になります。午前

中から暖かい日差しが降り注ぎ、「小春日和」の中で冬のス
タートとなりました。
さて、10月27日から11月9日は「第72回読書週間」で

す。今年のテーマは「ホッと一息 本と一息」。それにちなん
で、本日は朝読書の時間を使って、図書ボランティアの皆さ
んによる「絵本の読み聞かせ」が全クラスで行われました。
絵本には小さい頃に親しんだ人も多いと思いますが、中学生
になるとなかなか読む機会も少なくなってきます。それでも、
全員が真剣にお話に耳を傾け、絵本の世界に浸っていました。
お忙しい中、おいでいただきました図書ボランティアの皆様
に心より感謝申し上げます。

一冊の本との出会いが、その後の人生を変えることもあります。私の場合は、高校１年生の
冬に読んだ文庫本８巻からなる「竜馬がゆく（司馬遼太郎著）」でした。この本で、初めて「坂
本龍馬」と出会い、龍馬の生き方に感銘し、激動の幕末に命をかけて明治維新へと導いた多く
の志士たちがいたことを知りました。
8巻目の最後、龍馬が京の近江屋で中岡慎太郎とともに暗殺されるシーンでは、涙が止まら

ずなかなか読み進めなかったことを今でも鮮明に覚えています。そして、『世の人は我を何とも
言わば言え、我が成す事は我のみぞ知る』人に何と言われようと、自分の信じた道を進むことの
大切さを説いた龍馬のこの言葉が、私の生き方の指針となっています。
読書は、現在や過去の登場人物の生き方に学び、想像力を豊かにし、そして学力を伸ばしま

す。読書の秋、あなたも何気なく目にとまった一冊の本で、” ホッと一息 本と一息 ” してみま
せんか。その本が、あなたの人生を変えるかもしれませんよ。

◎ 新生徒会役員選挙公示！ ◎「校内スケッチ大会」
先日、新生徒会役員選挙の立候補が締め切られ、 校長賞作品の紹介！

立候補者の公示が廊下に掲示されました。 廊下に掲示されている「校内スケッチ
立候補者は次のとおりです。 作品」の中から、次の３点（各学年１点

役 職 立候補者氏名 学年・組 ずつ）を「校長賞」として選出しました。
生徒会長候補 Ｍ・Ｍ さん ２年３組 個性豊かなすばらしい作品を紹介した

副会長候補(男子) Ｙ・Ｒ くん ２年２組 いと思います。
副会長候補(女子) Ａ・Ｓ さん ２年１組

〃 Ｕ・Ｋ さん ２年３組
２年執行委員候補（男子） Ｍ・Ｓ くん ２年１組

〃 Ｔ・Ｅ くん ２年３組
２年執行委員候補（女子） Ｏ・Ｍ さん ２年２組

〃 Ｏ・Ａ さん ２年３組
１年執行委員候補（男子） Ｉ・Ｋ くん １年１組

〃 Ｔ・Ｙ くん １年２組
〃 Ｋ・Ｈ くん １年３組
〃 Ｔ・Ｓ くん １年４組

１年執行委員候補（女子） Ｂ・Ｒ さん １年１組
〃 Ｕ・Ｗ さん １年２組
〃 Ｎ・Ｈ さん １年３組
〃 Ｙ・Ｋ さん １年４組

生徒会役員に立候補するのはとても勇気がいるこ
とです。でも、中里中の生徒会を運営していく上で、
役員はなくてはならない重要な人材になります。 校 内 で の
これから、当選をめざして選挙運動 優秀作品は、

が始まります。立候補者は、どんな中 この後「中学
里中生徒会を作っていきたいのか、そ 生県展」の審
の思いを生徒の皆さんにしっかりと伝 査に送られま
え、投票する方も、人間性と実行力を す。
見極める目を身につけてほしいと思い 県展での受
ます。 賞に期待した
立会演説＆投票は、11月28日(水)。 い と 思 い ま

熱い選挙戦が繰り広げられます。 す。.
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